
(57)【要約】

【課題】低消費電力化を図るとともに簡単な構成で小型

な超音波診断用カプセルを実現する。

【解決手段】超音波診断用カプセルは、超音波断層画像

を取得するための超音波パルスを送受波する超音波振動

子と、この超音波振動子を駆動するための電圧を供給す

る電圧供給部としてのカプセル内電源部とを有して体腔

内に導入可能に構成されている。超音波診断用カプセル

は、カプセル内電源部からの３，４Ｖの直流電圧に超音

波振動子を駆動するためのパルスタイミング信号を重畳

して重畳信号を生成し、この生成した重畳信号を直接略

１５０Ｖに昇圧して超音波振動子へ駆動パルス信号を出

力する駆動パルス生成部としてのパルスダイレクトアン

プ回路５３を設けて構成されている。

【選択図】図５

JP 2006-314558 A 2006.11.24



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 こ の 超 音
波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の 電 圧 を 供 給 す る 電 圧 供 給 部 と を 有 す る 、 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 電 圧 供 給 部 か ら 供 給 さ
れ る 供 給 電 圧 に 重 畳 し て 重 畳 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 重 畳 信 号 を 直 接 昇 圧 し て 前 記 超
音 波 振 動 子 に 駆 動 パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を
前 記 電 圧 供 給 部 か ら の 供 給 電 圧 に 重 畳 す る 重 畳 部 と 、 こ の 重 畳 部 に よ り 生 成 さ れ た 重 畳 信
号 を 直 接 昇 圧 す る 昇 圧 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 用 カ プ
セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 超 音 波 診 断 装 置 は 、 診 断 等 に 広 く 用 い ら れ て い る 。 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、
体 外 又 は 体 内 か ら 生 体 組 織 へ 超 音 波 振 動 子 か ら の 超 音 波 パ ル ス を 繰 り 返 し 送 波 し 、 生 体 組
織 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波 パ ル ス の エ コ ー 信 号 を 受 波 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 構 築 し て い る 。
　
　 ま た 、 最 近 で は 、 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 が 使 用 さ れ る 状 況 に な っ て 来 て い る 。 こ の カ プ セ
ル 型 医 療 装 置 は 、 患 者 の 口 腔 か ら 飲 み 込 ま れ 体 腔 内 に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の
よ う な カ プ セ ル 型 医 療 装 置 は 、 細 長 な 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 で も 到 達 が 困 難 で あ っ た 体 腔
内 深 部 へ 容 易 に 到 達 し て 観 察 、 診 断 等 の 医 療 行 為 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 カ プ セ ル 型 医 療 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 特 開 平 ０ ９ － １ ３ ５ ８ ３ ２ 号 公 報 に 記 載 さ
れ て い る 、 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 可 能 な 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル で は 、 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る と 同 時 に 、 長 手 軸 方 向 に 対 し て 直 交
す る 方 向 で あ る ラ ジ ア ル 方 向 に 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル に お い て 、 超 音 波 振 動 子 に 印 加 す る た め の 駆 動
パ ル ス 信 号 を 生 成 す る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図
８ は 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 、 図 ９ は
図 ８ の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 に お け る 直 流 電 圧 を 示 す グ ラ フ 、 図 １ ０ は 図 ８ の 駆 動 パ ル ス 生 成
部 に お け る パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 及 び 駆 動 パ ル ス 信 号 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 従 来 の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 １ ０ ０ は 、 バ ッ テ リ か ら 出 力 さ れ る ３ ， ４ Ｖ
の 低 い 直 流 電 圧 に 対 し て ス イ ッ チ ン グ 部 １ ０ １ に よ り 脈 流 電 圧 と し 、 こ の 脈 流 電 圧 を 昇 圧
ト ラ ン ス １ ０ ２ に よ り 昇 圧 す る 。 駆 動 パ ル ス 生 成 部 １ ０ ０ は 、 こ の 昇 圧 し た 交 流 電 圧 に 対
し て 整 流 ・ 平 滑 部 １ ０ ３ に よ り 整 流 ・ 平 滑 化 し て 略 １ ５ ０ Ｖ の 高 い 直 流 電 圧 を 生 成 し 、 こ
の 生 成 し た 直 流 電 圧 に 対 し て パ ル ス 発 生 回 路 １ ０ ４ に よ り 超 音 波 制 御 部 （ 不 図 示 ） か ら の
パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 重 畳 し て 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 ス イ ッ チ ン グ 部 １ ０ １ は 、 発 振 部 １ ０ １ ａ か ら の 発 振 周 波 数 に 基 づ き 、 Ｆ Ｅ Ｔ （  
電 界 降 下 型 ト ラ ン ジ ス タ ） や バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 等 の ス イ ッ チ ン グ Ｉ Ｃ １ ０ １ ｂ に よ
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り 上 記 バ ッ テ リ か ら の 直 流 電 圧 を 脈 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 パ ル ス 発 生 回
路 １ ０ ４ は 、 パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を ス イ ッ チ ン グ ド ラ イ バ １ ０ ４ ａ に よ り 切 り 替 え 、 こ
の 切 り 替 え た パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を ス イ ッ チ ン グ Ｉ Ｃ １ ０ ４ ｂ に よ り 直 流 電 圧 に 重 畳 し
て 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 な お 、 バ ッ テ リ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 圧 は 図 ９ の 実 線 で 、 整 流 ・ 平 滑 化 さ れ た 高 い 直 流
電 圧 は 図 ９ の 破 線 で 、 パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 は 図 １ ０ の 実 線 で 、 こ の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信
号 を 高 い 直 流 電 圧 に 重 畳 し て 生 成 し た 駆 動 パ ル ス 信 号 は 図 １ ０ の 破 線 で 各 々 表 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － １ ３ ５ ８ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル に 用 い ら れ る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 バ
ッ テ リ か ら の 低 い 直 流 電 圧 を 昇 圧 し た 後 、 パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 重 畳 す る よ う に 構 成 し
て い る の で 、 高 電 圧 に 対 応 す る た め に 高 耐 電 圧 部 品 を 用 い て 上 記 整 流 ・ 平 滑 部 、 パ ル ス 発
生 回 路 を 構 成 し て い る 上 に 、 脈 流 電 圧 を 発 生 さ せ る た め に 発 振 部 、 ス イ ッ チ ン グ Ｉ Ｃ に よ
り 構 成 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 部 を 必 要 と し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 上 記 従 来 の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 高 耐 電 圧 部 品 を 用 い て い る 分 、 上 記 整 流 ・
平 滑 部 、 パ ル ス 発 生 回 路 の 各 部 品 が 大 き く な る と と も に 、 上 記 発 振 部 、 ス イ ッ チ ン グ Ｉ Ｃ
に よ り 構 成 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 部 を 必 要 と し て い た の で よ り 回 路 構 成 が 複 雑 に な っ て 大 型
化 し て し ま う 。 さ ら に ま た 、 上 記 従 来 の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 回 路 構 成 が 複 雑 に な っ て 大
型 化 す る 分 電 力 損 失 が 大 き く な り 、 そ の 結 果 消 費 電 力 が 大 き く な っ て し ま う 。 し た が っ て
、 上 記 従 来 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル は 、 大 型 化 す る と と も に 消 費 電 力 が 大 き く な っ て し ま
う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る と と も に 簡 単 な 構 成
で 小 型 な 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル は 、 超 音 波 断 層 画 像 を 取
得 す る た め の 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 こ の 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た
め の 電 圧 を 供 給 す る 電 圧 供 給 部 と を 有 す る 、 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル で
あ っ て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 電 圧 供 給 部 か ら
供 給 さ れ る 供 給 電 圧 に 重 畳 し て 重 畳 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 重 畳 信 号 を 直 接 昇 圧 し て
前 記 超 音 波 振 動 子 に 駆 動 パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル は 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る と と も に 簡 単 な 構 成 で 小 型 に 構
成 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ な い し 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断
装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 、 図 ３ は 図 ２ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 図 ２ の カ プ セ
ル 側 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ５ は 図 ４ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 の 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ６ は 図 ５ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 に お け る 直 流 電 圧 を 示 す グ ラ
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フ 、 図 ７ は 図 ５ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 に お け る パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 及 び 駆 動 パ
ル ス 信 号 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 超 音 波 診 断 用 カ
プ セ ル ２ と 、 体 外 に 設 け た 超 音 波 観 測 装 置 ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 超 音 波 診 断
用 カ プ セ ル ２ は 、 患 者 の 口 腔 か ら 飲 み 込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 前 記 超 音 波
観 測 装 置 ３ と 通 信 し て 体 腔 内 の 目 的 部 位 に お い て 超 音 波 を 送 受 波 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 得
る よ う に 構 成 し て い る 。 　
　 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 超 音 波 部 １ １ と 、 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ と 、 カ プ
セ ル 内 電 源 部 １ ３ と 、 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ と 、 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ と 、 カ プ セ ル 側
ア ン テ ナ １ ６ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 超 音 波 部 １ １ は 、 体 内 の 生 体 組 織 へ 超 音 波 パ ル ス を 送 波 し 、 生 体 組 織 か ら 反 射 し て
き た 超 音 波 パ ル ス の エ コ ー 信 号 を 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 有 し て い る 。 こ の 超 音 波 部
１ １ に は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ 等 の 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 尚 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ に は 、 図 示 し な い エ ン コ ー ダ を 備 え 、 こ の エ ン コ ー ダ か ら
の エ ン コ ー ダ 信 号 を 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ 及 び 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ に 出 力
す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 前 記 超 音 波 部 １ １ は 、 図 示 し な い が 超 音 波 振 動 子 ２ １ の 周
囲 が 流 動 パ ラ フ ィ ン 等 の 超 音 波 伝 達 媒 体 で 満 た さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 前 記 エ ン コ ー ダ 信 号 に 基 づ き 、 前 記 超 音 波 部 １ １ の
超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の エ コ ー 信 号 に 対 し て 信 号 処 理 し 、 得 ら れ た 画 像 信 号 を 前 記 カ プ セ
ル 側 制 御 部 １ ４ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ は 、 電 圧 供 給 部 と し て 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ 内 の 各 部
へ 電 源 電 力 を 供 給 す る バ ッ テ リ （ 不 図 示 ） を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 前 記 カ プ セ ル
内 電 源 部 １ ３ は 、 バ ッ テ リ の 代 わ り に 設 け た 発 電 手 段 に よ り 発 電 す る よ う に 構 成 し て も よ
い 。 こ の 場 合 、 発 電 手 段 は 、 体 腔 内 に お け る カ プ セ ル の 移 動 動 作 に よ り 発 電 し て も よ い し
、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ か ら の 無 線 通 信 信 号 か ら 発 電 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 す よ う に 構 成 し
て も よ い し 、 ま た 体 外 の 交 流 磁 界 に よ り 電 磁 誘 導 し て 発 電 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 す よ う に 構
成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 は 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ に 供 給 さ れ 、 こ
の カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 後 述 す る よ う に 前 記 超 音 波 部 １ １ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動
す る た め の 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 駆 動 パ ル ス 信 号 を 前 記 超 音 波 振 動 子 ２
１ に 出 力 し て こ の 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ の 送 受 波 タ イ ミ ン グ と 同 期 し て 前
記 回 転 駆 動 部 ２ ２ を 駆 動 す る た め の 駆 動 信 号 を 出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ が 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 前
記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ の 長 手 中 心 軸 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で あ る ラ ジ ア ル 方 向 に 回 転 駆
動 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 長 手 中 心 軸 に 対 し て 垂
直 な 向 き の 超 音 波 断 層 画 像 を 得 る ラ ジ ア ル 走 査 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ を 介 し て 超 音 波 振
動 子 ２ １ か ら の エ コ ー 信 号 を 読 み 出 し 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ に よ り 信 号 処 理 さ
せ る 。 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ に よ り 信 号 処 理 し た
画 像 信 号 を 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ を 介 し て 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ へ 送 信 す る よ う に
な っ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ を 介 し て 前 記 カ プ セ ル 側 信
号 処 理 部 １ ２ か ら の 画 像 信 号 を 変 調 し て 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ か ら 電 波 と し て 発 信

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-314558 A 2006.11.24



す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 前 記 超 音 波 観 測 装 置 ３ は 、 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ と 、 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ と 、 装 置
側 信 号 処 理 部 ３ ３ と 、 装 置 側 制 御 部 ３ ４ と 、 画 像 処 理 部 ３ ５ と 、 モ ニ タ ３ ６ と 、 操 作 入 力
部 ３ ７ と 、 装 置 内 電 源 部 ３ ８ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ は 、 前
記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ と 無 線 通 信 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ に よ り 受 信 し た 前 記 超 音 波 診 断 用
カ プ セ ル ２ か ら の 電 波 の 搬 送 波 （ キ ャ リ ア 信 号 ） を 選 択 的 に 抽 出 し 、 検 波 等 し て 画 像 信 号
を 復 調 す る よ う に な っ て い る 。 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ は 、 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ か
ら の 画 像 信 号 に Ａ ／ Ｄ 変 換 処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ を 介 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 画 像 信 号
処 理 し て 標 準 的 な 映 像 信 号 を 生 成 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 生 成 し
た 映 像 信 号 を 前 記 モ ニ タ ３ ６ に 出 力 し て こ の モ ニ タ ３ ６ の 表 示 画 面 に 前 記 超 音 波 診 断 用 カ
プ セ ル ２ か ら の 超 音 波 断 層 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 等 の 操 作 入 力 部 ３ ７ が 接 続 さ れ て お り 、
こ の 操 作 入 力 部 ３ ７ か ら 入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操
作 者 の 所 望 す る よ う な 画 像 信 号 処 理 を 施 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 装 置 内 電 源 部 ３ ８ は 、 商 用 電 源 か ら の 電 源 電 力 を 各 構 成 部 等 へ 供 給 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 尚 、 装 置 内 電 源 部 ３ ８ は 、 図 示 し な い バ ッ テ リ を 有 し て 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ３ に 示 す よ う に カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 ア ン プ ４ １ と 、 フ ィ ル タ ４ ２ と 、 カ プ
セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 ア ン プ ４ １ は 、 前 記 超 音 波 部 １ １
の 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の エ コ ー 信 号 を 増 幅 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ４ ２ は 、 必 要 な 信 号 の み を 通 過 さ せ る Ｂ Ｐ Ｆ （  Band-Pass Filter ） に よ
り 形 成 さ れ て い る 。 前 記 フ ィ ル タ ４ ２ は 、 前 記 ア ン プ ４ １ に よ り 増 幅 さ れ た 前 記 超 音 波 エ
コ ー 信 号 に 対 し て 、 高 周 波 域 及 び 低 周 波 域 の 信 号 を 除 去 し て 超 音 波 断 層 画 像 を 生 成 す る の
に 必 要 な 周 波 数 成 分 を 取 り 出 す よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ は 、 前 記 フ ィ ル タ ４ ２ に よ り 取 り 出 さ れ た エ コ ー 信 号 に
対 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 処 理 後 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら の エ ン コ ー ダ 信 号 に 基 づ き 、 画 像 信 号
処 理 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ の 構 成 を 説 明 す る 。 　
　 図 ４ に 示 す よ う に カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 超 音 波 制 御 部 ５ １ と 、 回 転 駆 動 制 御 部 ５ ２
と 、 駆 動 パ ル ス 生 成 部 と し て の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ と を 有 し て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ か ら の 受 信 信 号 に 基 づ き 、 各 部
を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら
の エ ン コ ー ダ 信 号 に 応 じ て 前 記 超 音 波 部 １ １ 、 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る と 、 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら の エ ン
コ ー ダ 信 号 に 応 じ て 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ の 前 記 カ プ セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ へ 画
像 制 御 信 号 を 出 力 し て 前 記 カ プ セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ を 制 御 し て 画 像 信 号 処 理 を 実 行 さ せ
る 。 ま た 、 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 画 像 処 理 部 で 生 成 さ れ た 画 像 信 号 を
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前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ を 出 力 し 前 記 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ を 介 し て 前 記 超 音 波 観
測 装 置 ３ へ 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら の エ ン コ ー ダ 信 号 に 応 じ て 前
記 回 転 駆 動 制 御 部 ５ ２ 及 び 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ を 制 御 す る こ と に よ り 、
前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ 及 び 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら の エ ン コ ー ダ 信 号 か ら 同 期 信 号 を 生
成 し 、 前 記 回 転 駆 動 制 御 部 ５ ２ へ 出 力 す る 。 一 方 、 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ は 、 パ ル ス タ イ
ミ ン グ 信 号 生 成 部 と し て 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ か ら の エ ン コ ー ダ 信 号 か ら パ ル ス タ イ ミ ン グ
信 号 を 生 成 し 、 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 回 転 駆 動 制 御 部 ５ ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 に 前 記 超 音 波 制
御 部 ５ １ か ら の 同 期 信 号 を 重 畳 し て 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ を 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 信 号 を
生 成 し 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ へ 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 に
前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 重 畳 し 、 こ の 重 畳 信 号 を 直 接 昇 圧 し
て 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ へ 駆 動 パ ル ス 信 号 を 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 重 畳 部 と し て の 重 畳 回 路 ６
１ と 、 昇 圧 部 と し て の 昇 圧 回 路 ６ ２ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 　
　 前 記 重 畳 回 路 ６ １ は 、 Ｆ Ｅ Ｔ （  電 界 降 下 型 ト ラ ン ジ ス タ ） や バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ
等 の ス イ ッ チ ン グ Ｉ Ｃ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧
及 び 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 入 力 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源
部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 （ ３ ， ４ Ｖ の 直 流 電 圧 ） に 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら の パ ル ス タ イ
ミ ン グ 信 号 を 重 畳 し 、 こ の 重 畳 信 号 を 前 記 昇 圧 回 路 ６ ２ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 前 記 昇 圧 回 路 ６ ２ は 、 前 記 重 畳 回 路 ６ １ か ら の 重 畳 信 号 を 例 え ば 略 １ ５ ０ Ｖ に 昇 圧 し て
駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 駆 動 パ ル ス 信 号 を 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ へ 出 力 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 被 験 者 に よ り 超 音 波 診 断 用
カ プ セ ル ２ が 飲 み 込 ま れ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ て 超 音 波 観 測 が 行 わ れ る 。 　
　 前 記 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 体 腔 内 に お い て 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ が カ
プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ を 電 力 供 給 状 態 に す る と 、 超 音 波 観 測 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ か ら 駆 動 パ ル ス 信 号 を 出 力
し て 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 す る 。 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ は 、 駆 動 パ ル ス 信 号 に よ り 超 音
波 振 動 し て 超 音 波 パ ル ス を 繰 り 返 し 送 波 し 、 生 体 組 織 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波 パ ル ス の エ コ
ー 信 号 を 受 波 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 超 音 波 パ ル ス の 送 受 波 と 同 時 に 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 制
御 部 １ ４ か ら 駆 動 信 号 を 出 力 し て 超 音 波 部 １ １ の 回 転 駆 動 部 ２ ２ を 駆 動 し 、 超 音 波 振 動 子
２ １ を 回 転 駆 動 す る 。 　
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 超 音 波 振 動 子 ２ １ が 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 し
て ラ ジ ア ル 走 査 を 行 い 、 生 体 組 織 か ら の エ コ ー 信 号 を 得 る 。 こ の エ コ ー 信 号 は 、 カ プ セ ル
側 信 号 処 理 部 １ ２ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 １ ２ は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ か ら の エ コ ー 信 号 に 対 し て 前 記 ア
ン プ ４ １ に よ り 増 幅 し 、 前 記 フ ィ ル タ ４ ２ に よ り 高 帯 域 の 周 波 数 信 号 を 除 去 し 、 前 記 カ プ
セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ に よ り 画 像 処 理 さ れ 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 前 記 カ プ セ ル 側 信 号 処 理
部 １ ２ は 、 前 記 カ プ セ ル 側 画 像 処 理 部 ４ ３ に よ り 画 像 処 理 し た 画 像 信 号 を 前 記 カ プ セ ル 側
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制 御 部 １ ４ を 介 し て 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 カ プ セ ル 側 送 受 信 部 １ ５ は 、 画 像 信 号 に 対 し て 汎 用 の 無 線 通 信 規 格 に 基 づ く 通 信 信
号 に 変 換 処 理 し て カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ １ ６ に よ り 電 波 と し て 発 信 す る 。 前 記 超 音 波 観 測 装
置 ３ は 、 前 記 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ か ら の 電 波 を 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 受 信 し て
前 記 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ に よ り 受 信 処 理 す る 。 　
　 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ は 、 前 記 装 置 側 ア ン テ ナ ３ １ か ら 受 信 し た 信 号 に 対 し て 目 的 の
周 波 数 帯 を 効 率 良 く 増 幅 し て 変 復 調 信 号 を 抽 出 し て 復 調 し 、 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 装 置 側
送 受 信 部 ３ ２ か ら の 画 像 信 号 は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ に よ り 信 号 処 理 さ れ る 。 前 記
装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ は 、 前 記 装 置 側 送 受 信 部 ３ ２ か ら の 画 像 信 号 に 対 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 処
理 を 行 い 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 装 置 側 信 号 処 理 部 ３ ３ に よ り 信 号 処 理 し た 画 像 信 号 を 前
記 画 像 処 理 部 ３ ５ へ 出 力 す る 。 更 に 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ は 、 前 記 操 作 入 力 部 ３ ７ か ら
入 力 さ れ る 操 作 情 報 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ を 制 御 し て 操 作 者 の 所 望 す る よ う な 画
像 処 理 を 施 す 。 　
　 前 記 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 前 記 装 置 側 制 御 部 ３ ４ を 介 し て 入 力 さ れ る 画 像 信 号 を 画 像 処 理
し て 標 準 的 な 映 像 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 映 像 信 号 を 前 記 モ ニ タ ３ ６ に 出 力 し て こ の
表 示 画 面 に 超 音 波 断 層 画 像 を 表 示 さ せ る 。 操 作 者 は 、 モ ニ タ ３ ６ の 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る
超 音 波 断 層 画 像 を 見 な が ら 診 断 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 す る 際 、 前 記 カ プ セ ル 側 制 御 部 １ ４ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２
２ か ら の エ コ ー 信 号 に 基 づ き パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら 前 記 パ ル
ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ に 出 力 す る 。 　
　 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 前 記 重 畳 回 路 ６ １ に よ り 前 記 カ プ セ ル 内 電 源
部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 （ ３ ， ４ Ｖ の 直 流 電 圧 ） に 前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら の パ ル ス タ イ
ミ ン グ 信 号 を 重 畳 し 、 こ の 重 畳 回 路 ６ １ か ら の 重 畳 信 号 を 前 記 昇 圧 回 路 ６ ２ に よ り 例 え ば
略 １ ５ ０ Ｖ に 昇 圧 し て 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 し 、 こ の 駆 動 パ ル ス 信 号 を 前 記 超 音 波 振 動 子
２ １ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の と き 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら 出 力 さ れ る 供 給 電 圧 は 図 ６ の 実 線 で 、 前 記 超
音 波 制 御 部 ５ １ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 は 図 ７ の 実 線 で 、 前 記 パ ル ス ダ イ レ
ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ に よ り 生 成 さ れ る 駆 動 パ ル ス 信 号 は 図 ７ の 破 線 で 表 さ れ る 波 形 で あ る
。 こ れ に よ り 、 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 前 記 回 転 駆 動 部 ２ ２ の エ ン コ ー
ダ 信 号 に 同 期 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 ２ １ を 駆 動 す る た め の 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 前 記 カ プ セ ル 内 電 源 部 １ ３ か ら の 供 給 電 圧 に
前 記 超 音 波 制 御 部 ５ １ か ら の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 重 畳 し た 後 、 直 接 昇 圧 し て い る 。 こ
の た め 、 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 前 記 重 畳 回 路 ６ １ 及 び 前 記 昇 圧 回 路 ６
２ に 高 耐 電 圧 部 品 を 用 い る 必 要 が な く 低 耐 電 圧 部 品 に よ り 構 成 で き る の で 、 そ の 分 各 部 品
を 小 さ く で き る 。 ま た 、 同 様 な 理 由 に よ り 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 上 述
し た 従 来 の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 １ ０ ０ に 比 べ て ス イ ッ チ ン グ 部 １ ０ １ 及 び 整 流 ・ 平 滑 部 １ ０
３ を 設 け る 必 要 が な く 、 前 記 重 畳 回 路 ６ １ 及 び 前 記 昇 圧 回 路 ６ ２ の み に よ り 構 成 さ れ て い
る の で 、 部 品 点 数 を 少 な く で き て そ の 分 回 路 構 成 が 簡 単 に な る と と も に 、 低 消 費 電 力 化 で
き る 。 さ ら に 前 記 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 ５ ３ は 、 低 消 費 電 力 化 で き る 分 低 い 電 力 で
よ い の で 昇 圧 回 路 ６ ２ を 小 さ く 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 結 果 、 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る と と も に 簡 単 な
構 成 で 小 型 に 構 成 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 部 品 点 数
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が 少 な く な っ て 原 価 が 安 く な る と と も に 、 消 費 電 力 を 低 下 す る こ と が で き る 。 　
　 こ れ に よ り 、 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル ２ は 、 内 蔵 バ ッ テ リ の 小 型 化 、 稼 動 時 間
の 延 長 が で き 、 さ ら な る 小 型 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 例 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の ご と き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。 　
　 （ 付 記 項 １ ） 　
　 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 こ の 超 音
波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の 電 圧 を 供 給 す る 電 圧 供 給 部 と を 有 す る 、 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 電 圧 供 給 部 か ら 供 給 さ
れ る 供 給 電 圧 に 重 畳 し て 重 畳 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 重 畳 信 号 を 直 接 昇 圧 し て 前 記 超
音 波 振 動 子 に 駆 動 パ ル ス 信 号 を 出 力 す る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 付 記 項 ２ ） 　
　 前 記 駆 動 パ ル ス 生 成 部 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を
前 記 電 圧 供 給 部 か ら の 供 給 電 圧 に 重 畳 す る 重 畳 部 と 、 こ の 重 畳 部 に よ り 生 成 さ れ た 重 畳 信
号 を 直 接 昇 圧 す る 昇 圧 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 用 カ プ
セ ル 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 付 記 項 ３ ） 　
　 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 す る た め の 超 音 波 パ ル ス を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 こ の 超 音
波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の 電 圧 を 供 給 す る 電 圧 供 給 部 と を 有 す る 、 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 超
音 波 診 断 用 カ プ セ ル で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 生 成 す る パ ル ス タ イ ミ ン グ
信 号 生 成 部 と 、
　 前 記 パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 生 成 部 に よ り 生 成 さ れ た パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 電 圧 供
給 部 か ら 供 給 さ れ る 供 給 電 圧 に 重 畳 し て 重 畳 信 号 を 生 成 し 、 こ の 生 成 し た 重 畳 信 号 を 直 接
昇 圧 し て 駆 動 パ ル ス 信 号 を 生 成 す る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル は 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る と と も に 簡 単 な 構 成 で 小 型 に 構
成 で き る の で 、 超 音 波 内 視 鏡 や 超 音 波 プ ロ ー ブ 等 が 到 達 困 難 な 小 腸 な ど の 部 位 に お い て 超
音 波 断 層 画 像 を 取 得 す る の に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の カ プ セ ル 側 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 に お け る 直 流 電 圧 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路 に お け る パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 及 び 駆 動 パ ル
ス 信 号 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る 駆 動 パ ル ス 生 成 部 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ
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る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 に お け る 直 流 電 圧 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の 駆 動 パ ル ス 生 成 部 に お け る パ ル ス タ イ ミ ン グ 信 号 及 び 駆 動 パ ル ス 信 号 を
示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 　 カ プ セ ル 型 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 　 超 音 波 診 断 用 カ プ セ ル
　 ３ 　 超 音 波 観 測 装 置
　 １ １ 　 超 音 波 部
　 １ ２ 　 カ プ セ ル 側 信 号 処 理 部
　 １ ３ 　 カ プ セ ル 内 電 源 部
　 １ ４ 　 カ プ セ ル 側 制 御 部
　 １ ５ 　 カ プ セ ル 側 送 受 信 部
　 １ ６ 　 カ プ セ ル 側 ア ン テ ナ
　 ２ １ 　 超 音 波 振 動 子
　 ２ ２ 　 回 転 駆 動 部
　 ５ １ 　 超 音 波 制 御 部
　 ５ ２ 　 回 転 駆 動 制 御 部
　 ５ ３ 　 パ ル ス ダ イ レ ク ト ア ン プ 回 路
　 ６ １ 　 重 畳 回 路
　 ６ ２ 　 昇 圧 回 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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